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東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会 第３２回会合

資料５

現地調査の実施状況

2022年10月31日

東京電力福島第一原子力発電所事故対策室

・６号機シールドプラグの形状測定

・１号機タービン建屋地下１階の予備調査
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（１）６号機シールドプラグの形状測定

（2022年10月13日）
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（１）６号機シールドプラグの形状測定

3

（１）目的

２０２１年１２月に実施した２号機シールドプラグの形状測定結果を基にシールドプラグの変形の可能性を検討するた
め、比較検討用に３Ｄレーザースキャナーによる６号機シールドプラグの形状測定を実施した。

（２）場所
６号機原子炉建屋６階オペフロ

（３）調査日
２０２２年１０月１３日（３Ｄレーザースキャン）

（４）調査実施者
原子力規制庁職員 ４名

（５）被ばく線量
最大： 0.27 mSv、最小： 0.06 mSv
※被ばく線量[mSv]の最大、最小は、調査実施者のうち、最も被ばく線量の高い人の値と低い人の値を１日の合計
値として示した。

詳細は、資料４－１「２号機シールドプラグの変形について」を参照のこと。
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（２）１号機タービン建屋地下１階の予備調査

（2022年10月21日）
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（２）１号機タービン建屋地下１階の予備調査

5

（１）目的

東京電力福島第一原子力発電所事故時の１号機原子炉建屋からの放射性物質の放出経路の推定等に資するため
に、今後、１号機タービン建屋地下１階フロア内の汚染分布、フロア内での試料採取等を計画している。
今回は、その予備調査として、同フロア内の状況調査（入域可能箇所の確認、空間線量率の測定）を実施した。

（２）場所
１号機タービン建屋地下１階

（３）調査日
２０２２年１０月２１日

（４）調査実施者
原子力規制庁職員 ４名

（５）被ばく線量
最大： 1.6 mSv、最小： 1.0 mSv
※被ばく線量[mSv]の最大、最小は、調査実施者のうち、最も被ばく線量の高い人の値と低い人の値を１日の合計
値として示した。
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